へパリンコーティング人工心肺を用いた体外循環に伴う補体・サイ卜カインの活性化機序 by 藤井, 弘通
氏名 藤井弘通







































15例とCPB終了35分後に行った15例の 2群に分け、両群の補体 (C3a，C4a)、インターロイキン-6(IL-6) 
および8OL-8)、腫蕩顕死凶子 (TNF-α)を、 CPB巾、大動脈遮断解除前後、プロタミン投与前後に測
定した。なおlゐj群聞のバイパiス数、手術時間、大動脈遮断時間、 CPB時間に奈はみられていない。また、
CPBには全例へパリンコーティング同路を使用し、初同へパリン投与量およびプロタミン投与量はそれ
. 367-
ぞれ300IU/kgおよび3mg/kgとした。
その結果、 C3aはCPB開始60分後有患に上昇、その後高値で推移し、大動脈遮断解除では変化を認めず、
両群ともにプロタミン投与後さらに有意に上昇した。 C4aも同様の変動を示し、プロタミン投与により
有意に上昇した。したがってこれらの活性化は古典経路を介するものと考えられた。一五IL-6.IL-8，
TNF-αは共にCPB巾有意に上昇したが、これらのサイトカインはプロタミン投与により影響されず、そ
の活性化はCPB白体や大動脈遮断解除等によって影響をうけることが示唆された。特にIL-6は大動脈遮
断解除後に著しく上昇することが判明した。 IL-8，TNF-αはCPB中、後も高値を持続した。
本研究は、 CPBを用いた関心術における手術侵襲をプロタミン投与時期による補体およびサイトカイ
ンの変動から検討し、それらの活性化機序を明らかにしたものであり、心臓外科領域の手術侵襲の解明お
よび軽減に寄与する点が少なくないと考えられる。よって、本研究者は博士(医学)の学位を陵与される
に値するものと判定された。
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